
リグニンフリーなケヤキ材の調製とその構造評価
（農工大農）〇津島梨乃、半智史、船田良、堀川祥生

・リグニンフリーなケヤキ材の調製

・リグニンフリーなケヤキ材の構造評価

・アルコール・トルエン抽出→アルコリシス処理→Wise処理によってリグニンフリーな
白いケヤキ材の調製に成功した。

・リグニンフリーなケヤキ材は構造評価によって、木材が有する階層構造を維持して
いることが示された。

樹木の高度に制御された階層構造とその利用 階層構造を維持したままリグニンを除去できるのか？

化学処理による形態評価最適化学処理 赤外分光分析による成分評価

ケヤキ材

特徴
・構成要素の種類が多い
・円形の大道管に加え、多数集まった小道管も存在
・放射組織にシュウ酸カルシウムを含む
・古来より多くの用途に利用され
広葉樹の中でも特に利用価値の高い樹種

未処理 抽出後 アルコリシス後 Wise後
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リグニンは細胞間ならびに多糖間の接着を担っている

最適化学処理

未処理ケヤキ リグニンフリーなケヤキ

最適処理条件の確立により白いケヤキ材の調製に成功した 最適化学処理後にはリグニンがほぼ除去されている
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リグニンフリーなケヤキ材は
木材の階層構造を維持しているのか？

木材

組織

細胞

細胞壁層

微細構造

ケヤキブロック
(1cm×1cm×1cm)

アルコール・
トルエン抽出

アルコリシス処理
(酸添加エチレングリコール、
150℃、6h処理)

Wise処理
(亜塩素酸ソーダ処理)

心材成分を
抽出

リグニンを
有機溶媒中で分解

リグニンを
酸化的に分解
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課題 成果

背景：樹木の階層構造とバイオマス利用 試料

リグニンフリーなケヤキ材の調製

リグニンフリーなケヤキ材の構造評価
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